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健康と社会の関係を史的に概観したものには他に、北澤一利『「健康」の日本史』（平凡社、2000年）もある。 
１１ 京都教職員組合養護教員部編、同前書、1988年、183頁。 
１２ 「個人の発達の系」についての研究の到達点については、田中昌人「第四章 発達保障の発達理論的基
礎」（田中昌人・清水寛編『発達保障の探究』全国障害者問題研究会出版部、1987年、141－179頁）を参照。 
１３ 京都教職員組合養護教員部編、同前書、1988年、183頁。 
１４ 京都教職員組合養護教員部編、同上書、181頁。 
１５ 田中昌人『人間発達の理論』青木書店、1987年、303頁。 
１６ 田中昌人、同上書、303－304頁。 
１７ 田中昌人、同上書、304頁。 
１８ 田中昌人、同上書、304頁。 
１９ 田中昌人、同上書、304頁。 
２０ 田中昌人、同上書、304－305頁。 
２１ 汲田克夫・山本万喜雄編、野尻與市著『健康教育概論 生きる権利の認識』医療図書出版社、1974年、
38頁。 
２２ 汲田克夫・山本万喜雄編、野尻與市著、同上書、38頁。 
２３ 鹿野、北澤の他に、藤野豊『強制された健康 日本ファシズム下の生命と身体』（吉川弘文館、2000年）
を参照。 
２４ 柳田謙十郎『弁証法十講』創元社、64－65頁 
２５ エンゲルス「猿が人間になるについての労働の役割」、大月書店編集部『猿が人間になるについての労働
の役割他10篇』大月書店、1965年、7－25頁。 
２６ オパーリン、プラトノフ等共著、亀井健三・高橋清・河辺広男訳『生物界の弁証法』たたら書房、1973
年、6版222頁。 
２７ 「発達観に支えられた健康観を」（「第1章 保健の仕事は教育の一環」、藤田和也監修・中道昭二編集『養
護教諭のための実践教育保健学講座 第1巻 健康養護と発達保障の統一』出版科学総合研究所、1985年、
14頁）は、汲田克夫の提起の要旨であることが付されている。要旨の出典は明記されてない。 
